
コープの産地指定 

ニュージーランドビーフについて 

   生活協同組合ユーコープ 



産地指定輸入牛肉の開発目的 

• 牛肉の国内自給率は、約38%の実績です
。国産を応援しながらも、将来に渡り国産
牛肉と合わせて安定して供給できる産地開
発を進める必要がある。 

• 国産牛と比較して安価で利用しやすい
輸入牛肉の配置を進める必要もある。 

• 輸入牛肉を利用する上で組合員からお
問合せ頂く事が多い「安心・安全」を
求める声に応えます。 

 
 



 組合員から頂いている声 

• ＥＵは禁止されているホルモン剤が使用
されていることを理由としてアメリカ産
牛肉の輸入を禁止としているが、日本で
は輸入可能となっています。安全性に問
題はありませんか？ 

 

• オーストラリアビーフに成長ホルモン剤
は、使用していますか？またハーブ三元
豚の飼料に成長促進剤のラクトバミンを
使用していますか。 



• ニュージーランドは、日本のおよそ４分の３の広さで、国
土の 約半分が牧草地となっており、牧草地の３分の２が
丘陵地帯。酪農や畜産など一次産業が主力産業。 

• 人口は約４５０万人と世界でも人口密度が低い国の一つで
す（横浜市は、約３８０万人）。 

• 対して肉用牛 が約３７４万頭（乳用種は約５７０万頭）、
羊は約３０００万頭が肥育されています。 

 

ニュージーランドは、どんな国？ 



オーストラリアまで 
飛行機で約4時間 

ニュージーランドはBSEや口蹄疫など深刻な家畜伝染病の発生
がありません。厳格な検疫システムと、地理的に他国と離れてい
ることが自然の防波堤となっています。 

日本から9000km 
(飛行機で約11時間) 

赤道 





・産地指定に選んだ輸入牛肉の 

 ニュージーランド産ビーフの特徴とは・・・ 

コープの産地指定 
ニュージーランド産ビーフとは・・・ 

①ストレスの無い恵まれた自然環境の中で放牧で育てられています。 
②栄養価の高い牧草での育成 
③良質で豊富な水資源 
④持続可能な畜産業 
⑤肉質の良い牛の品種（アンガスなど英国系品種が中心） 
⑥アニマルウェルフェア（動物福祉）の取組み 
⑦成長ホルモン剤不使用 
⑧NON－GMO（遺伝子組換え飼料不使用）※穀物肥育牛（グレインフェッド）の場合 

⑨顔の見える生産者 
⑩トレーサビリティ 
⑪牧草肥育牛（グラスフェッド）と穀物肥育牛（グレインフェッド） 
 の2種類の取扱い 

 

 ニュージーランドには、恵まれた自然環境、国や農家
の取組みによる安全性と品質があります。 



• 国土の約半分が牧草地となっており、酪農、畜産農家は、
所有する牧場で、牛を放牧し育てています。 

• ニュージーランドには、牛をのびのびと育てられる環境 
があります。 

①ストレスの無い恵まれた自然環境での放牧 
 



• 牧草は、自然に生育している雑草ではなく、作物と同様 
 に大切に育てています。 
• 与える主な牧草の種類は? 
 ライグラス（イネ系植物）、クローバー（マメ科植物） 
 栄養価が高く、育て易く、肉の美味しさにも繋がります。 
• 牧草地づくりは、国の研究機関が、土壌と牧草の品質改 
良の研究を行い、農家に指導援助しています。 

• 冬時期は、ケールやビートなどを与えています。 

②栄養価の高い牧草での育成 

牛を育てる出発点は、まず牧草を育てる土壌から。 

ライグラス クローバー 



牧草地は自然にあるのではなく、作物同様に作ら
れるのです。 

  

手入れされ質の高い牧草は濃厚飼料並のたんぱく質を含むほど栄養豊富 

肥料のない牧草地(写真左下)と飛行機による肥料(石灰・硫黄など） 
の散布(写真右下) 



• 飼料と同様に、牛の体の基本をなす飲み水は非常に重要な要
素です。 

• ニュージーランドは豊富な降雨もあり、川や山脈からの伏流
水など良質な地下水資源が豊富です。 

• 豊富な水資源と安定した降雨が良質な牧草を育てます。 

• 灌漑設備を使用して牧草管理を行っています。 

 

③良質で豊富な水資源 



④持続可能な畜産業（1） 

• 牧草地が疲弊しないように、放牧地をいくつかの区画に
分けて、牛や羊の群れを移動させながら、肥育します。 

• 最も栄養価の高い牧草を牛に与える事ができます。 
• 栄養価の高いと言われる牧草丈は10～20cmが理想と言
われています。 

・ 牛の成育状態に合わせて与える牧草の量も適正に       
   調整します。 

 
 
 



• ニュージーランドの放牧システムは循環型です。 

 栄養素が牛～土～草～牛と循環します。 

④持続可能な畜産業（2） 



⑤肉質の良い牛の品種 

• 品種の選定は、その気候にあった品種選定が重要です。 

• 世界的に高品質な肉牛として評価の高いアンガス種、ヘレフ
ォード種、これらの交雑種などの英国品種です。 

• これらの品種は、安定して涼しい気候を好み、熱帯地域など
では肥育できず、ニュージーランドの気候は肥育地として最
適であり、よい肉質を作りあげます。 

アンガス種と交雑種 
 

ヘレフォード種 



• ニュージーランドでは、1999年に法律として制定
されました。 

「5つの自由」が奪われないという概念があります。 

①飢餓と渇きからの自由 
例）常に食事（餌）や水（水飲み場）の確保ができる環境の提供 
②苦痛、傷害又は疾病からの自由 
例）病気やけがを負った際は適切な処置を行う 
③恐怖及び苦悩からの自由 
例）牛を移動させる時、電気棒で叩かない 
④物理的、熱の不快さからの自由 
例）休息できるスペースの確保 
⑤正常な行動ができる自由 
例）行動が制約されるような狭いエリアに長時間滞在させない、
また休息できるスペースの確保 

 

⑥アニマルウェルフェア（動物福祉）の取組み 

家畜を適切に扱うことが重要視されています。   



⑦成長ホルモン剤不使用 

成長ホルモン剤は、牛の成長を早める為に
与えられますが、牛が成長していく力を大
切にし、自然に近い形で育てています。 
 

※安全性の評価については、動物用医薬品等の残留の安全性を科学的
に審議する国際機関であるＦＡＯ／ＷＨＯ 合同食品添加物専門家会議（Ｊ
ＥＣＦＡ）において、生涯にわたって摂取し続けても健康への悪影響がない
と推定される一日当たりの摂取量である一日摂取許容量（ＡＤＩ）が設定さ
れています。 
 

EU・ロシア・中国など多くの国でその使用や投与した家畜
の輸入を禁止している実態もあります。 

 

 

 

 

「生産効率よりも、安全性に疑念の残るものは 

 使用しない」という考えで生産に取り組んでいます。 



⑧NON-GMO（遺伝子組換え飼料不使用） 

• １日に２回、大麦・小麦・コーンサイレージを中心とした穀物を給
餌します。飼料は全て非遺伝子組換えです。また、穀物の約９割は
地元カンタベリー地方の契約農家から購入してます。 

 ※飼料に混ぜる糖蜜のみニュージーランドでは生産されないため、   
＿ 豪州より輸入しています。   

  

  

   



• 生産農家はみんな、安全安心、持続的な生産の取り組みを
重視しています。 

• そのような農家も、国による点検や監査を受けています。 

• この生産農家の方々との強い関係が、商品のトレーサビリ
ティと安全性への取り組みを可能にしています。 

⑨顔の見える生産者 

契約農家グリスさん一家（左）とハーレーさん（右） 



• 電子タグは、農家で取り付けられ、国のデータベ
ースに登録、管理され、肥育牧場から加工工場へ
引き継がれます。 

• 農場、出生年、畜種、投薬などが、記録されてい
ます。 

 

 

⑩トレーサビリティ（1） 
牛の個体管理（農場～牧場～工場） 



⑩トレーサビリティ(2) 

• 家畜出荷申告書 

農家は、牛を出荷する際は、左
記の書類に必ず、牛の情報を記
載しなければなりません。 

例）牛が仮に風邪を引いた際、 
国が定めた薬と獣医等の下、 
処置を施した場合は、処置日、
薬の種類、休薬期間（薬の種類
によって定められた期間）を明
確に記載することになっていま
す。 

→ 記載に虚偽があった場合
は、罰則等が課せられます。 



• ニュージーランド  グラスフェッドビーフ               
(牧草肥育牛) 

生まれてから離乳以降、牧草を食べて育った牛で 
脂肪が少なく赤身の美味しい肉質が特徴です。 
栄養価の高い牧草で育てているため、臭みもなく、脂肪の色はや
さしいクリームホワイトです。 
冬季には牧草が減る為、7月～9月特に出荷量が減少します。 

※ニュージーランドは南半球で日本と四季の時期が逆です。 

⑪牧草肥育牛と穀物肥育牛の2種類の取扱い（1） 



• ニュージーランドビーフ(穀物肥育牛) 

栄養価の高い牧草で育てた後、生後約18か月の牧草牛を
穀物肥育牧場に導入し、穀物（大麦・小麦・コーンサイレ
ージ）を与えることで脂肪（サシ）が加わり、日本人好み
の味わいに仕上がります。また、穀物肥育期間(約130日
間)を持つ事により年間を通し、計画的に出荷できます。 

 

⑪牧草肥育牛と穀物肥育牛の2種類の取扱い（2） 

太平洋に面した世界的にも珍しいこの牧場は、太平洋か
らの海風が牧場の空気を常に清潔に保ちます。 

 



 

2018年下期宅配の商品取扱い計画 
 

・牧草肥育牛は３品、穀物肥育牛は７品、合計10品。 
・毎週４品の取り扱いを行います。 
・定期便の「牛小間切れ」も現行のオーストラリア産か 
 らニュージーランド産へ切り替えとなります。 
 



2018年下期店舗の商品取扱い計画 

・牧草牛３品、穀物牛５品の配置となります。 
・2019年には、ステーキを除く全ての商品を牧草牛(グラス 
 フェッドビーフ)へ切り替える計画です。 
・焼肉、ステーキについては、ニュージーランド産では、対 
 応できない為、別途アメリカ産牛肉の産地開発(成長ホルモ 
  ン剤不使用、生産者指定など)を進めます。 



• グラスフェッドビーフの取扱を増やします。 

 増やす上での課題は・・・・ 

 

・グラスフェッドビーフは、7月～9月の冬季、牧草の減少と
合わせて牛の出荷が減少。⇒年間安定して仕入、供給が出来
るように産地と調整します。 

 

・グラスフェッドビーフは、現在ステーキ、焼肉用以外の多
くの部位はハンバーガー用の商品、原料となっています。 

 

・グラスフェッドビーフは、世界でも人気の高まっている商
品です。⇒調整には、他国との調整も必要条件です。 

２０１９年に向けて 



• 恵まれた土地、自然環境の中、ニュージーランド
では、持続可能な畜産を営み、品質の高い製品を
生産しています。 

 また、安全性についても国を挙げて重点的に取り 
 組んでいます。 

 自信をもってお勧めできる商品が、新たに取り組 
   む産地指定ニュージーランド産ビーフです。 

  

  

まとめ 

今回、新たな取り組みとして、おいしさ、安心・安全
な牛肉を組合員の皆様へお届けできればと思います。 
 





グラスフェッドビーフ サーロインステーキ 

のおいしい焼き方 

下記URLよりご覧ください 

https://www.anzco.co.jp/products/beef/grassfed-beef/862/ 
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